
Japan Society of Research on Early Childhood Care and Education

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Researoh 　on 　Early 　Childhood 　Care 　and 　Eduoation

322

学生の 施設実習課題 と達成感
　　　　　　　　　　 三村 保子

　　　　　　　　（西南女学院短期大学）

1．はじめ に

　保育士養成課程で学ぶ 学生に とっ て 、 保育実習が き

わめて重要な意味をも っ て い る ことは言うまで もない 。

　こ の 報告は、施設実習の 課題を適切に設定する こ と

と実習 の 達成感との関係にっ いて 考察する ため に 、 重

症心身障害施設 で 2000年 8月 に 10日間の 実習を した保

育科 2年生K の 場合を事樋 勺に 検討する。

　研究の方法としては、学生 K の 実習 日誌と実習後の

ア ンケ ー
ト用紙を合わせて検討し、事後指導として の

個別面接に よ っ て聴取した こ とも加えて 考察を試みた

い 。

9，事前指導

　学内に おける事前指導で は、 重症心身障害児施設の

概要、重症心身障害児 の特徴、療育チーム における保

育士の 役割 と援助 ・指導 の 内容 、 保育士が活動を行う

際の 留意点 に っ い て 、 施設実習担当の 筆者が講義を行

っ た 。 重症心身 障害児施設の ビデオ も視聴させた。

　実習施設で の オリエ ン テ
ーシ ョ ン は、実習開始 3週

問前に実施さ れ、園の療育基本方針、食事介助、 歯磨

き介助、 おむっ 交換 、 衣服 の 着脱介助などに関する留

意事項の指示を受けて い る 。 そ して 10日間担当する入

所者に面会を して い る 。

　学生K が担当する ことに な っ た入所者は 「52 歳の

女睦A さん 、 小頭症、 視力が弱く、ことばは出な い が

発声は ある 。 歩行困難で ある が手をと っ て 援助すると

歩行可能となる。 発達段階は 1歳位 。 」 で あるとの情

報が与え られた。

m ．実習課題と実習経過

　学生 K は、A さんに会 っ た後、自分の実習課題を次

の 2 点に設定 した 。　 「  こ とばかけや身ぶ りや ス キ ン

シ ッ プなどの コ ミュ ニ ケーシ ョ ン の 工夫を し、 A さん

の笑顔と発声がみられるよ うに した い 。   A さん の 身

に な っ た食事介助や排泄介助をした い 。 」

　 （なお学生 K が、実習期間中に行っ た頻度の 高い 活

動として 、 ア ン ケート調査に答えた 5っ の項目は、

  話し相手   おむっ 交換　  食事介助   着脱衣の

介助   レ ク リエ ーシ ョ ン 活動で あ る 。 ）

　実習初日 、 学生K は食事介助が うまくい かず苦労し

保育士の食事介助を観察して 、自分の やり方の問題点

に気づ い て い る 。 おむつ 交換に際して も、 保育士の指

示を求めて行っ て い る。 こ の よ うな こ とを 、 保育士か

ら教えて もらっ た こ とと して実習 目誌に、詳細に記録

して い る。

　 2 口 目は、初日に観察 した職員たちの A さんへ の声

かけや ス キ ン シ ッ プを模倣 しなが ら試み て い る。 そ し

て Aさんが 自由活動の 時、うず くまる よ うに して 座 り

自分で少 し身体を揺らして い る様子に気づ くの である。

A さんを
一

定の リズ ム で揺らして あげ る と快い体験に

なるの で はない かと考え、日誌の 今後の 課題欄に、A
さんの喜ぶ こ と、好きな こ とを見っ けた い と記 して い

る 。

　 3日目は 、 食事介助の際、楽しい 雰囲気に な る声か

けや、A さん に疲れが出ない よ う座位保持装置の 角度

の 調節をす るなどの 工夫をした ことが記されて い る 。

　 4 日目は、バ ス で園外活動に出か け、園内で は見 ら

れなか っ た A さん の よい 表情に気づ く。
バ ス の 中で 「

大波ですよ 。 小波も来ま した 。 」 と歌 う調子で声かけ

を して 、 首か らアゴ にかけて くすぐり遊びをすると、

A さんが声をあげて笑 うの で、うれ しくな っ た 。 この

日、 歩行困難な A さんの両手を取 っ て散歩もする 。 ま

た 、 おんぶや抱 っ こをしてあげるととて も喜んだ こ と

が記録されて い る 。

　 5 ［］目は 、 自由活動の 時、こ れまで とは異な っ た か

かわり方を工夫 して 、 Aさん の好きな こ とを知りたい

ともくろむ。一
緒 に寝こ ろん で みた り、A さんを背中

に乗せ て 四っ ん 遘 い に な っ て 室内を圓りなが ら、手の

平や首をくすぐると、 A さんは楽しそ うな表庸をする
b

くすぐる時に 「コ チ ョ コ チ ヨ 」 とか、蝉の 声をまねて

「ミー
ン ミーン 亅 と言 っ て み るとAさんが笑顔になっ

た 。 リズ ミカル な こ とばかけに反応を示すことに気づ

つ くの で ある 。

　この 日の実習指導者 の コ メン ト欄に 「一対
一

で じっ

くりかかわ っ て い く中で、大切なことに気づ いて い っ

て い ますね 。 A さん は充実した時間を過 ごして い る よ

うで す 。 A さんの 喜ぶ顔が見られるよ うに 、 様々 なチ

ャ レ ン ジをして下さい 」 と記されて い る。

　 6 日目、 園庭の散歩に つ れ出し、い ろ い ろな こ とを
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肌 で感じて もらお うと、日向で 日光を浴びた り、 日陰

で 風を感 じた り、 嬋 の 声を聞きなが ら、声かけをリズ

ミカ ル に反復 して 行 う。 落ちて い る木の葉を見せ、触

らせようとした ことには興味を示さなか っ た 。

　実習指導者の コ メ ン トに は 「A さん の 小さな変化や

表情の読み取りが大切です」 とあ っ た。

　 7 日目、 A さん とこれまで 以上 に、 ス キ ン シ ッ プを

とりた い と思 い、握手、おんぶ などをくり返す。こ の

日 、 自分が楽 しくなければ秘手に 楽 しん で もらうこ と

はで きない と気づ い て い る。

　 8 日臥 初めて 入浴介助をする 。 安全、 衛生面の配

慮に精一杯で 、 入浴を楽 しんで もらえ るよ うな声かけ

の余裕がなか っ た 。 素早 く、 て い ね い な入浴介助の 難

しさを実感する。

　 9 日目、プール活動に参加。 プール の 中で 入所者と

職員が触れ合 っ て い る様子を観察し、入所者の一人 ひ

とりの衰情の異なりとその人に適 したかかわり方の大

切さを改めて考えて い る 。 この 日、 A さんが朝食も夕

食も食欲があ り、声かけ に笑顔で答えて くれた の で う

れしか っ たと述 べ て い る。

　 正0 日目は、 実習の 最終 日で あるが、K は実習 日誌

に次の ように 記 して い る 。　「最初は施設生活の
一

日の

流れにそ っ て活動する ことに精
一

杯で あり、 担当の A

さんや他の入所者に声か けをする こ ともうま くで きず 、

とまどい や不安で
一
杯で した。しか し、一

日
一

日と入

所者と生活を其 に して い くうち に、次第に 沢山の 声か

けを したり、ス キ ン シ ッ プをとる ことができるよ うに

なりました 。 担当の A さん との かかわ りも、 A さん に

どの よ うな障害があ る の か理解で きる よ うに なり、少

しづっ どの よ うな接 し方がよ い の かがわか っ て きま し

た 。 保育士を観察した り、 教えて もらっ たりしなが ら、

臼分で 試 したり、工夫 した りで きるように なっ た の で

す。
コ ミュ ニ ケーシ ョ ン の方法は こ とばだけで は な い

こ とをA さん と接して い て強 く感 じました 。 Aさん の

喜ぶ働きかけをすると笑顔を見せ て もらえま した 。 ま

た、A さ ん は食事や排泄などに お い て も、自分の 意思

表示が困難なの で、最初 の うちは困 りま した。 しか し、

どの ようなわずかな表情の 変化や しぐさで も、 しっ か

りと受けとめて い くこ とで 、そ の人の 気持ちや求めて

い るもの へ 近づ いて い くことが で きる の で は ない か と

感じました 。 」

　実習指導者の コ メ ン トは 「A さんをあ らゆる角度か

らよ く観察し、 かかわ り方の 工夫が なされ て い ます。

この 積極的なかかわ り方を次の ス テ ッ プへ つ なげて下

さい。」 とい うもの で あ っ た。

　事後指導の個別面接の際、 K は筆者に、　 「A さんが

何をしたい の か、どうして欲 しい の かが、少 しづ っ わ

か り始めた時すごくうれ しか っ た。 A さんとの 触れ合

いを通 して、障害の ある人へ の 見方が変わ っ た気がす

る 身近 な人 に な っ たとい えばよ い の か…
。 」 と述べ た

こ とが印象的で あ っ た 。

N ．考察

　 こ の 報告 の 学生 K に と っ て 、 以上みて きたように実

習の達成感は高い と考えられる。 同じ施設で 同じ期間

に他の 3人 の学生と共に実習を実施 して い るが、K は

4人 の 中で は 最も実習の 達成感が高い学生で あ っ た 。

その 理 由を考えて みた い
。

　  学生 K は、重症心身障害児施設へ 実習 の配属先が

決め られた後、事前指導へ の 取り組み が積極的で あっ

た 。 さ らに、実習施設で の オ リエ ン テーシ ョ ン の際、

担当とな るA さん に面会した後、 自分の実習課題を前

述の よ うに適切 に設定するこ とが で きて い る 。

　  実習 B誌に、具体的に利用者の 様子と自分の 言動

を記録 して おり、自分の気づ い た こ と感じ考えた こ と

が明らかにされて い る。 自分の 失敗にっ い て も率直に

具体的に記 し、反省がなされて い る。 さらに毎回、今

後の 課題として 明日へ の 心の準備を して い る こ とが示

されて い る。

　  同 じ施設 で実習 した学生 の 中で は最 も地味な学生

で あるK は実習中、　「A さん の こ とをわか りた い。A

さんの笑顔を見た い 。 相手の立場に立 っ て介助をした

い 。 」 とい う着実な姿勢を保ちっ づけ、実習指導者の

助言 や 示唆を実習 に い かすこ とが で きて い る 。

　  実習指導者の コ メ ン トが 、 K の 気づ きや工夫をサ

ポ
ー

トす るもの で あり、K にと っ て そ の 日の体験の 意

味づけ、そ して 次の 日の 動機づけとな っ て い る。

V ．実習指導の今後の課題

　  施設別の事前指導を充実させ、学生が適切な実習

課題を設定で きる よ うにする こ と。

　  実習課題がどの よ うに達成で きたか、あるい はど

うして課題を達成で きなか っ た かを事後指導で て い ね

い に援助する こ と。

　  学生が達成感の 高い 実習体験をする ため に は、 施

設の 実習指導者と
一層緊密に連携を保っ 努力が必要で

ある。

一645−一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


